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   ｱﾄﾋﾟｰ性皮膚炎の乳幼児に、年齢とともに、まるでｱﾚﾙｷﾞｰ

が行進(ﾏｰﾁ）しているかのように食物ｱﾚﾙｷﾞｰ、気管支喘息、

ｱﾚﾙｷﾞｰ性鼻炎などが、次々と生じることを指します。ｱﾄﾋﾟｰ体

質では、血液検査で総IgE抗体、好酸球、ＴARC（Th2ｹﾓｶｲﾝ）

が高値になります。乳幼児期の過度な食事制限は逆効果と

の意見もあり、治療については専門医にご相談ください。                                                                                                

春霞（はるがすみ）の正体は水蒸気、黄砂そして花粉！ 
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 花粉症（ｱﾚﾙｷﾞｰ性鼻炎と結膜炎）で悩む人は、日本人の

約40％、地域や年齢層によっては約半数に上ります。 

 疫病（流行病）を免（のが）れる体のしくみが免疫。病原微

生物から体を守るためにもともと備わっている自然免疫と、

何らかの刺激を受けてできる獲得免疫があります。獲得免

疫のうち花粉のような些細な敵に対して過剰反応してしまっ

たのがｱﾚﾙｷﾞｰです。Allergyとは、本来の免疫ではない「変

化した（allos）作用（ergo）」というｷﾞﾘｼｬ語が語源です。 

 花粉症では、花粉の刺激で鼻粘膜や眼の結膜にある形質

細胞で花粉に特異的な免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝE（IgE）抗体が大量に作

られ、近くの肥満細胞の表面に結合します。そこに再び花粉

（抗原）が来て抗原抗体反応が起きると、肥満細胞からﾋｽﾀﾐ

ﾝや化学伝達物質が放出されて、数分～約2時間で局所の

血管の拡張・透過性亢進、粘液分泌亢進、平滑筋収縮など

が起きます（Ⅰ型ｱﾚﾙｷﾞｰ反応）。このようにして鼻水、鼻つま

り、くしゃみ、目の充血、かゆみなどを生じます。早めに抗ﾋｽ

ﾀﾐﾝ薬を飲んで予防します。 

 ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ（anaphylaxis）は、全身に強いｱﾚﾙｷﾞｰ反応が起

きて、血圧低下、呼吸困難、意識消失、ショックなどを生じる

病態で、至急にｱﾄﾞﾚﾅﾘﾝを注射して救命します。「防御

（phylaxis）が無い（an）」状態を表す言葉です。 

 また、ｱﾄﾋﾟｰ（atopy）とは、ｱﾚﾙｷﾞｰを生じやすい素因をもつ

人に現れる「奇妙な（atopic）症状」という意味です。 

 

「Viewアレルギー39」 
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 血液1㎖から吸入系19と

食物系20、計39種類の物

質に対する特異的IgE抗体

を一度に調べる検査です。 

 吸入系は、ﾔｹﾋｮｳﾋﾀﾞﾆ、ﾊ

ｳｽﾀﾞｽﾄ、ﾈｺ皮膚､ｲﾇ皮膚、

ｶﾞ、ｺﾞｷﾌﾞﾘ、ｽｷﾞ、ﾋﾉｷ、ﾊﾝﾉ

ｷ、ｼﾗｶﾝﾊﾞ、ｶﾓｶﾞﾔ、ｵｵｱﾜ

ｶﾞｴﾘ、ﾌﾞﾀｸｻ、ﾖﾓｷﾞ、ｱﾙﾃﾙ

ﾅﾘｱ、ｱｽﾍﾟﾙｷﾞﾙｽ、ｶﾝｼﾞﾀﾞ、

ﾏﾗｾﾁｱ、ﾗﾃｯｸｽ。食物系

は、卵白、ｵﾎﾞﾑｺｲﾄﾞ、ﾐﾙｸ、

小麦、ｿﾊﾞ、米、ｴﾋﾞ､ｶﾆ、大

豆、ﾋﾟｰﾅｯﾂ、牛肉、豚肉、

鶏肉､ﾏｸﾞﾛ、ｻｹ、ｻﾊﾞ、ｷｳ

ｲ、ﾘﾝｺﾞ､ﾊﾞﾅﾅ、ｺﾞﾏ。 

 陽性の結果が出ても、今

あるｱﾚﾙｷﾞｰの原因とは断

定できず、また、これまでｱ

ﾚﾙｷﾞｰ症状がないなら、神

経質になって身の回りから

除去したり、食べるのを避

ける必要はありません。                             
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